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神奈川県温泉地学研究所観測だより，第 60号，2010．

火山学会がやってきた

萬年一剛（神奈川県温泉地学研究所）

はじめに
　昨年（2009 年）10 月 10 日から

12 日まで、神奈川県立生命の星・

地球博物館と当所の共催で、日本火

山学会 2009 年秋季大会を開催しま

した。日本火山学会は、火山を対象

とする研究者の集まりです。この大

会は、毎年秋に実施され、毎年各地

を巡回する形で開催されています。

ここでは、どうして火山学会が小田

原で開催されることになったのか、

また、どういうものだったのか、紹

介したいと思います。

きっかけは居酒屋
　2008 年 3 月 10 日と 11 日、東

京大学地震研究所共同研究の一環と

して熊本県大津市で「カルデラ勉強

会」というものが開催されました。

これは、カルデラを形成するような

巨大噴火がどうして起きるのかにつ

いて様々な側面から検討をする会議

で、当所からは私だけが参加しまし

たが、10 日の夜に、居酒屋でささ

やかな慰労会がありました。私がそ

こで談笑していると、九州大学の松

島健さんが、「2009 年の火山学会

秋季大会なんですけど、予定してい

たところがダメそうなので、小田原

市あたりで何とかなりませんか」と

話しかけてこられました。松島さん

はとても困った顔をしていたので、

持ち帰って聞いてみますとうっか

り答えてしまいました。火山学会の

秋季大会はだいたい 300 名弱の参

加者があり、2つの講演会場と、１

つのポスター会場を用意する必要が

あります。これは、温地研では収容

しきれません。しかし、今から考え

ればひどい話ですが、温地研の隣に

ある生命の星・地球博物館なら以前

も学会を開いたことがあるし（別の

所属なのに失礼な話で反省していま

す）、ダメでも小田原市の市民会館

があるから何とかなるだろうと思い

ました。

メイン会場は博物館に
　帰ってから、生命の星・地球博物

館の平田大二学芸部長に上のような

話をしたところ、基本的にはいい話

なので、館長を含めて意見を聞いて

調整してみると、予想以上に色よい

返事を頂きました。そのうち、博物

館の斎藤靖二館長から大変良い話な

のでぜひ話を進めて欲しいという御

返事をいただき、2008 年 4 月 17

日に松島さんが小田原にみえて、会

場予定地を下見されました。一連の

話し合いの中で、ミュージアムシア

ターを A会場、間仕切りできる講

義室をぶち抜いて B会場、エント

ランスホールの奥をポスター会場と

する会場レイアウトの骨格が決まり

ました。その後、同年 5月 25 日に

開かれた火山学会の理事会で正式な

会場として決定され、何回かのや

りとりを経て大会前年の 2008 年 8

月末に、正式な依頼文が当所と博物

館に届きました。

受け入れ態勢
秋季大会の会場は基本的に 2つ

の講演会場とポスター会場、ポスタ

ーを貼るボードを用意すれば良く、

博物館はとても理想的な建物といえ

ます。しかし、博物館には来館者が

あるので、来館者の不便や事故がな

いように準備しなくてはなりませ

ん。それに調べてみると、博物館は

そのとき特別展を開催中で、ポスタ

ーボードが足りなくなることがわか

りました。これをどこかから調達し

なくてはいけません。

そのほか、食事をどうするかと

いう問題もあります。博物館のある

入生田地区は食堂が全くなく、館内

にもレストランが１つあるだけで

す。コンビニも 1 軒のみで、当日

昼食を持参していないとなかなか大

変です。それに昼食を用意して学会

に行っても、食べるところがあまり

ないのです。一般来館者と場所の取

り合いになってはいけません。

また、当日のアルバイトをどう

やって配置するか、募集はどうする

のかというのも問題です。こうした

諸々のことをいつもやっていればな

れてくるのでしょうが、なにぶんは

じめてのことなので、何をどうすれ

ばいいのか、現地実行委員会（LOC: 

local organization committee）を作

って検討することになりました。

LOC の会合
　LOC は、博物館が平田大二学芸

部長、笠間友博主任研究員、山下浩
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之主任研究員、当所が杉原英和企画

調整担当部長、棚田俊收主任研究員、

代田寧主任研究員、筆者で主に構成

することにしました。基本的には博

物館が会場設計と会場運営、当所が

会計や学会との連絡など諸々の事務

作業を分担するという大枠で大会開

催に向けて話し合いを進めていきま

した。

　第 1 回の会合は、開催当年の

2009 年 3 月 25 日で、受け入れの

経緯を紹介した後、日程の概要決定、

担当者の分担、各会場の割り当て、

人員配置、会場準備の内容と日程の

原案を示して、議論をしました。

　第２回会合（4 月 15 日）では、

1回目の会合を踏まえて、タイムテ

ーブルを作成しました。このタイム

テーブルは大会期間中、各所で何が

行われているかを一覧出来るもので

す。以後の会議では、主にこのタイ

ムテーブルに人員配置を書き込んで

いくなどして、徐々に高精度化して

いきました。また、予算の概要を作

成しました。

　第 3 回会合（6 月 4 日）では、

ポスターボードと昼食会場に設置す

るテーブルセットを借りるレンタル

会社を、2社の見積合わせにより決

定し、予算の一番大きい支出項目が

決まりました。この日は、マスコミ

の参加費をどうするか、懇親会の会

計をどうするか、火山学会に合わせ

て行われる各種イベントの周知方法

を検討したほか、火山学会誌に告知

する原稿の内容を最終的に決定しま

した。

　第４回会合（7 月 15 日）では、

博物館の山下主任研究員に会場のプ

ランを作っていただいて、確保する

机やイスの数を見積もったほか、各

種イベントの内容をおおむね確定し

ました。また、団体展示と言って各

種団体が技術や出版物を展示するた

めのブースを設けることにしたので

すが、その方々への出展呼びかけ方

法などを決めました。

　第 5回会合（9月 2日）の前の、

8月 28 日には当所で火山学会のプ

ログラム編成委員会が開催され、講

演数と日程が確定しました。このた

め、第 5 回会合では、ポスターの

配置を最終的に決めました。また、

大会当日に用意する予約制のお弁当

について、プログラム編成委員会で

試食したところ美味しくないという

意見が出たため、業者の変更をする

ことを決めました。このほか、懇親

会場への行き方を記したプリント

作成、LOC 要員の名札の作成など、

細かいことが決まりはじめました。

　第 6 回会合（9 月 11 日）には、

会場へのアルバイト割り振りを決め

て、募集にかかることにしました。

また、団体展示のレイアウト検討を

博物館にお願いするなど、会場設営

写真 1　火山防災シンポジウムの様子（博物館ミュージアムホール；松島健さん撮影）
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の調整も最終段階になりました。ま

た、当日必要な物品の買い出しメモ

を作ることになりました。

　第 7回会合（10 月 1 日）は、ア

ルバイトの人数が確定して配置が決

まったほか、弁当の注文数なども確

定しました。懇親会のプログラムも

このときに決まり、後は開催を待つ

だけとなりました。この日は、これ

まで LOC で議論してきたメンバー

に加え、当日に働いていただく、博

物館の新井田主任研究員、当所の本

多、原田、小田原、行竹各技師らに

も参加していただき、会場の見学を

しながら当日の作業イメージを確認

しました。

直前の準備
　大会で参加者に配布する予稿集や

各種パンフレットなどは、10 月 6

日に当所所員総出で袋詰めをして、

博物館に送りました。8日にはその

他の机やイスなどの物品を送り、準

備万端整いました。と、書くといか

にもすんなり準備をしたような感じ

がありますが、それなりにいろいろ

ありました。たとえば、当時はイン

フルエンザが猛威をふるっていたの

で、学会参加者用にアルコール消毒

液が必要だという指摘を受けてドラ

ッグストアに走ったり、アルバイト

には保険をかけなくてはまずいだろ

うと言うことで、あわてて保険代理

店に行ったりと、周到にやったつも

りでもいろいろ細々とした仕事があ

りました。

　これに加えて同時開催のイベント

の準備が大変でした。たとえば、秋

季大会と平行して 10 日と 11 日の

午後に「公開講座『火山学者と火山

を作ろう in 箱根・小田原』」という

イベントを当所で催したのですが、

そのテキスト作りが押せ押せの状態

で、編集が 9月 27 日に終了、印刷

物の納品が 10月 7日とぎりぎりで

した。そのほか、12 日午後から行

われた野外討論会の準備や、秋季大

会そのものの発表準備なども重な

り、直前は休む間がありませんでし

た。

本番の様子
火山防災シンポジウム

　大会前日の 9日午後（13：30 ～

17：30）には、プレイベントとし

て、日本火山学会火山防災委員会主

催の「火山防災シンポジウム̶あす

の火山防災を考える」が、博物館ミ

ュージアムシアターで開催されまし

た（写真１）。参加者は 200 名余り

で、中村洋一氏（宇都宮大学）の司

会により、前半の第一部は「箱根火

山防災はどう変わった ‐ 噴火警戒

レベル導入を通して‐」、後半の第

二部は「大規模噴火時における広域

火山防災のあり方」と題して、講演

写真２　盛り上がったポスター会場（博物館エントランスホール）
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とパネルディスカッションが行われ

ました。

　第一部では、2001 年に発生した

群発地震とそれに伴う噴気異常を契

機として、急速に火山防災体制が整

備された箱根火山について、その経

緯、地震研究、噴火警戒レベルの導

入、町の地理的背景や役場の態勢、

神奈川県の火山防災体制について紹

介が行われ、町・県・当所の取り組

みを広くアピールする場になったと

思います。

　第二部では、火山観測や防災に対

する先進的な取り組みが行われてき

た、十勝、北海道駒ヶ岳、桜島など

の火山における防災体制についての

紹介や現状での問題点の指摘が行わ

れたあと、レベル４や５など、国が

対応に乗り出さなくてはならないよ

うな噴火時の態勢に関して予定時間

を若干オーバーする活発な議論が行

われました。

学術講演会

　学術講演会とは研究者が研究者向

きに発表を行う、いわゆる「学会」

の部分です。これは 10 日から 12

日午前中まで実施され、99 件の口

頭発表と 70件のポスター発表があ

りました。参加者数は 293 名（会

員 204 名、学生会員 57 名、非会

員 32名）でした。この数は例年よ

り 2 割程度多く、首都圏、それも

博物館での開催が盛り上がった要因

と見られます（写真２）。懸案だっ

た 10 日と 11 日のお昼ご飯は、お

弁当の予約注文をとったのと、博物

館３階のテラスにテーブル席を設け

た結果、大きな混乱がなくホッとし

ました（写真３）。11日夜には風祭

のイベント会場で、懇親会を開催し

ました（写真 4）。

火山学者と火山を作ろう

　火山学会では例年、「Ｑ＆Ａ火山

学者に直接聞いてみよう」などと題

して、火山学を一般市民と交流しな

がらわかりやすく伝える取り組みを

行ってきました。今年は大会期間中

の 10・11 日両日の午後、「火山学

者と火山を作ろう in 箱根・小田原」

と題し、食材や廃物を利用した「ミ

ニ火山」を、火山学会会員である「火

山学者」と抽選によって選ばれた一

般市民とがチームを作って作成しな

がら火山のでき方や不思議について

議論を深める催しを行いました（写

真 5）。

　1日目は林信太郎会員による食材

を使った「キッチン火山実験」、2

日目は笠間友宏会員による廃食用

油と砂を使った「ワイルド火山実

験」を実施しました ( 写真 6）。参

加した一般の方は、1日目が 27名、

2日目が 25 名、見学者は 1日目が

写真３　カフェテラスと化した博物館３階のテラス

写真 4　懇親会会場の様子
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18 名、2日目が 14名でした。

　この行事の 1日あたりの参加者・

見学者の数は当所の行うサイエンス

サマー行事などと比べるとやや少な

めなのですが、内容的には非常に濃

密で、「火山学者」にも地元で行う

アウトリーチ活動の大きな参考にな

ったものと見られ、大成功と言って

良いと思われます。なお、これまで

の火山学会でおこなわれた講座もテ

キストが火山学会ホームページから

ダウンロードできますが、今年の分

も出来ますのでご興味のある方はぜ

ひどうぞ。

記念講演会

　学術講演会は一般向けではないの

で、一般来館者にもわかりやすい講

演を火山学者の皆さんにしてもらお

うという意図から、12 日午後、博

物館ミュージアムシアターで日本火

山学会と神奈川県立生命の星・地球

博物館、温泉地学研究所の共催によ

り「日本火山学会秋季大会開催記念

講演会・火山と私たちのくらし」を

開催しました。この講演会には、一

般来館者および学会参加者 83名が

来聴し、火山噴火のメカニズム（寅

丸敦志九州大学大学院教授）、噴火

や火山体の形成を再現する室内実

験（笠間友博生命の星・地球博物館

主任学芸員）、箱根火山研究の最前

線（高橋正樹日本大学教授と筆者）

などの講演に耳を傾けました。火山

がどうして噴火するのかという基本

的なところから、箱根火山がどうい

う歴史を辿ってきたのかという身近

な話題までを網羅するこの講演会で

は、会場から活発な質問があり、予

定時間を 15分ほど超過し、盛況の

うちに終了しました。

野外討論会

　野外討論会とは、火山学会の終了

後に近隣の火山を研究者の案内で見

学し議論を深める催しのことで、毎

回開催しています。今回は地元・箱

根火山（Aコース）に加え、惜しく

も大会開催が出来なかった三宅島

（Bコース）の 2コースにわけて実

施されました。2コースに分かれた

ことは少なくとも近年の火山学会で

はなく、参加者が分散する懸念もあ

りましたが、幸いにも両コースとも

催行人数に達し、特に Aコースは

満員でキャンセル待ちとなりました

　Aコースは、日本大学の高橋正樹

教授、ダイヤコンサルタント株式会

社の小林淳博士、筆者の 3名がリ

ーダーとなり、2泊 3日の旅程で箱

写真 5　火山噴火実験の様子（10 日キッチン火山実験・当所前庭）

写真 6　ワイルド火山実験の様子（10 日ワイルド火山実験・当所会議室）
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根火山の基盤から最新の噴火までを

見て回りました（写真 7）。B コー

スは、東大が中心となって案内し、

三宅島火山の過去の噴火堆積物はも

ちろん、2000 年噴火とその後の泥

流被害をつぶさに観察する盛りだ

くさんの内容だったということです

（写真 8）。

皆さんに感謝！
　博物館には大変快く秋季大会の開

催を了承していただき、ご一緒に大

会をつくりあげて行きましたが、祝

休日の博物館での開催ということ

で、大変申し訳なかったなと言う思

いもしております。もちろん、学会

というものがどういうものか、一般

の方には普段目にすることのないこ

となので、今回は大変貴重な機会で

あるとは思います。しかし、普段ミ

ュージアムシアターで上映している

ハイビジョン番組やクイズ映像が中

止となり、それを楽しみに来館した

子供達に現地実行委員や火山学会事

務局がお詫びするという場面が多々

見られ、改めて博物館の普段の活動

が広く知られているのだなと言うこ

とを痛感しました。

　また、博物館では、普段の閉館時

間（16:30）に合わせて警備や電気

系統のプログラムが組まれていると

ころ、遅くまで続くポスター発表や

講演会に対して本大会の開催のため

に、さまざまな作業と配慮をしてい

ただきました。これも、ほんとうに

大変なことで、斎藤館長、平田学芸

部長をはじめとする博物館の皆様に

は、改めて感謝申し上げたいと思い

ます。

　当所では、なんと言っても金庫番

の会計担当として代田主任研究員が

しっかりとした仕事をしていただい

たので、間の抜けたところが多々あ

る筆者は足を向けて眠れません。ま

た、杉原企画調整担当部長にはマス

コミ対応など、広報関係を一手に引

き受けていただきました。その他の

LOC メンバーはもちろんのことで

すが、火山と関係のない研究をして

いる職員にも今回は会場作りやお弁

当配布などに多大な尽力を頂きまし

た。今回の火山学会秋季大会開催は、

博物館と当所が一体になって成功さ

せたといえると思います。ご協力を

頂いた全ての皆様に感謝申し上げま

す。
写真 8　野外討論会 Bコース（三宅島）の様子

写真 7　野外討論会 Aコース（箱根）の様子
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